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設立趣旨書

１　設立の趣旨

　　今後の日本のまちづくりにおいて大切なことは、市民が主体的に自分たちのまちづくりを担えることです。市民の自発性や創意が尊重、支援される社会、市民の公共概念と主体性がまちづくりの協働作業を通して育成、実現していく社会、多様な立場の人々が理解し、助け合い、連帯することを尊重する社会を築くことを私たちは目指していきたいと思います。

　こうした社会の実現に向けて、市民による広汎な社会的活動が発展するために、私たちは市民活動の支援とまちづくりの取り組みに関する経験交流を展開してきました。その中で創造的なまちづくりや多様な課題に取り組む市民活動に出会い、その重要さとそれを支える仕組みが必要だと考えました。そこで、まちづくりや市民活動が発展するための学び合い、多様な主体の対話、協働の促進、広域的多面的な経験交流などによって、まちづくりと市民活動がより豊かに展開するための、相談、支援、調査研究、情報提供、ネットワーク化等の活動を人の善意を前提にボランタリー精神をもって行うことを目的に特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズを設立することとしました。特に、現場の市民活動の発展のための支援に力を注ぎたいと考えています。

２　設立の認証申請に至るまでの経緯

　1992年、市民の自発的で主体的な活動を交流し、ＮＰＯや市民活動に関する学習や研究を行う「ネットワークピープルズプラン」が設立され、また、1995年の阪神淡路大震災でのボランティアや市民団体の活躍を契機に、広汎な市民が参加する東海地方における議論の場づくりを行うための「市民活動の発展を考える討論会」（96年、「市民フォーラム21」と改称）が設立された。

その後、市民活動の重要性が一層認識され、その発展を支える法制度創設の議論が本格化しつつあった1997年7月、有志によって「ＮＰＯセミナー実行委員会」が設立され、市民側で主体的に法律の仕組みや内容を考えたり、法の成立に伴う心構えや組織運営のための学習会が行なわれた。1998年4月には「ＮＰＯ連絡会」と改称し、同年3月に成立した特定非営利活動促進法に基づく法人の会計やマネジメントなどの研修セミナー、個別相談や情報提供、介護保険制度とＮＰＯの役割に関する学習会、ＮＰＯと行政の協働を考えるシンポジウム、ＮＰＯの理念と現実を問い直す学習会などが展開されました。

　また、1998年5月、20世紀のまちづくりを総括しつつ、ハード面とソフト面のまちづくりを結合させた21世紀のまちづくりを提言するために「まちづくり交流フォーラム」が設立され、3年間にわたり愛知・岐阜・三重で研究集会が開催されました。そこにおいて、地域現場でのまちづくり活動の交流や研究が行われ、市民活動団体や行政、企業、学識者等約２万人が参加しました。

　こうした交流や研究活動からの教訓として、まちづくりや市民活動を支援し発展させるためにはこれらの課題や取り組みを結合し、且つ継続的で安定した運営体制を持つ組織が必要だと考え、これらの組織とは別に、この趣旨に賛同する者で特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ　　　　　　　を設立するため、平成13年１月から設立に向けて討論を重ね、4月8日に設立総会を開催し、全会一致をもって認証申請を行うことを決議しました。
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